
1800個
たまごキャンドル

【2018年】
10/1 こもれびカフェ初回無料体験会
10/7 講師講演：ほっこり塾＠南砺市
10/15 港南台タウンカフェ13周年
10/15 視察見学：福田様
10/17 ケアプラザフェスタ展示ブース出展
10/17 コンサルティング＠めぐカフェ（2）
10/19 視察見学：山口翔太様
10/20 港南台テント村
10/20 視察：法政大学名和田ゼミ
10/27 港南台コミュニティハウス文化祭出店
10/31 視察：矢野経済研究所
10/31 視察見学：宇都宮大学冨沢様
11/6 小箱サロン
11/15 地域社会貢献フォーラム　カワサキコネクト＠
11/22 視察研修：韓国40名＠新川崎タウンカフェ
11/23 港南台地域元気フォーラム
11/29 港南台第一中学校職業体験2名受け入れ
12/1 視察見学：みやの森カフェ/ほっこり南砺
12/6 視察見学：川村様（愛知県立大学）
12/15 視察見学鷲北さん他3名（富山）
12/19 視察研修：愛知県知立市、ジャパンインターナショナル4名
12/22 視察ヒアリング：早稲田大学高嶺様
12/28 大掃除、忘年会

【2019年】
1/7 視察相談：新都心菊池様（YCCN）
1/15 講師：ふれあいTOMO職員研修講師
1/19 講師：川崎市ソーシャルビジネス講座
1/31 講師：泉区資金調達セミナー
2/3 食フェスタシンポジウム参加
2/6/～7 港南台ちょい呑みフェスティバル
2/12 栄区地域づくりキャンバス開始
2/15 相談Ｆ様（市民活動中間支援）
2/22 相談Ｓ様（市民活動中間支援）
2/25 相談藤井様
2/26 講師：にしとも広場「情報発信基本のキ」
2/27 講師：青葉区あおばdeスタートセミナー 
3/5 相談Ｏ様（市民活動中間支援）
3/10 にちようマルシェ
3/15 中学生レポートキックオフミーティング
3/22 視察見学：花岡様
3/25 視察：つるがしま中央地域支え合い協議会
4/9 視察見学：三浦様
4/17 視察見学：すみなす会航
5/18 港南台テント村
5/21 視察：相鉄アーバンクリエイツ&おはなしの森
6/20 視察ヒアリング：学生団体 Joint Kinship5名
6/24 視察見学（拓殖大学）4名
7/7 株式会社イータウン15周年スタッフ懇親会
7/12 中間支援を考える会＠東永谷地域ケアプラザ
7/15 ボランティアスタッフ交流研修会（すごろく）
8/5 現場視察会（ヒトの関わり方）
7/15 タカシマヤハンドメイドマルシェ
8/17 港南台夏祭り出店
8/22 視察見学：東京都市大学山田様2名（卒論）
8/23 視察研修：韓国 i-coop生協組合10名様
9/1 キャンドルナイトin港南台2019ワークショップ
9/4 野庭中職業体験
9/14 キャンドルナイトin港南台2019
9/17 視察見学：加藤様
9/27 まち普請事業コーディネート：おはなしの風

港南台テント村

キャンドルナイト in 港南台

こもれびカフェ

カフェサロン 14年目の
　　　あゆみ

2018.10 ～ 2019.9

■その他、定例開催の活動・事業など
・もっと×２交流ステーション　（毎月第1金曜日）
・まちサロン（毎月第3金曜日）

地元ぱねとんちーのさんのパンを使ったトーストメニューも定着。ラン
チセットの日替わりスープはボランティアの方々が作って下さっていま
す。また、音楽通りin cafe でのピアノ演奏やギターアンサンブル、箏の
演奏も開催数が増え、ゆったりとしたカフェのひとときを演出していた
だいています。
■貸切利用
「リフォームセミナー」や「ビジネス交流会」など地元企業や団体の方
などにご利用いただいています。

●2019年9月14日（土）18：00～20：00
参加人数約1000人、賛同企業団体42団体、運営スタッフ41名、
出展参加団体10団体

●毎週月曜日開催
横浜市介護予防・生活支援補助事業（サービスB）通所型支援として実施
プログラム例：健康麻雀、歌声喫茶、ラフターヨガ、大人の絵本等

たくさんの出会いやつながりが生まれる「港南台テント村」は、商店会
が約20年前から開催し、フリーマーケットや様々なイベントを行って
います。子ども達が店長になる「キッズフリマ」や手作り作家さん達に
よる「ハンドメイドマルシェ」も毎回好評でした。
■2018年10月20日（土）開催　出店数　86店（キッズ、ハンドメイド含む）
■2019年   5月18日（土）開催　出店数118店（キッズ、ハンドメイド含む）
■会場：港南台中央公園　主催：港南台テント村実行委員会

もっと×２交流ステーション
誰もが気軽に訪れてゆるやかに交流できる集いの場。常連さん、お久
しぶりの方、初めましての方…いろいろな方をお迎えしながらのんび
りと開催しています。

■開催日：毎月第1金曜日　19:00～21:00
■場所：港南台タウンカフェ

４回連続講座「一歩先ゆく居場所づくり～明日へのヒントを
得る～」を開催。居場所の価値を可視化する講義や、すでに
居場所運営をしている方の話をきくことから得たヒントをも
とに、居場所作りに向けた具体的なプラン作成を行いました。
グループワークなどでブラッシュアップさせたプランは、最
後に全員の前で発表し、意識を高め合いました。
　（2019.2～3）【委託元：横浜市栄区区政推進課】

事例：2018年度栄区地域づくりキャンバス

204 出店

107 人

10 回開催

150 人参加 まちサロン inCafe
地域の方をゲストに迎えてテーマを設けて交流する
まちサロン。14年目は「日本髪のお茶屋さんの人生
観」からスタートしました。ギターや歌、絵本の読
み聞かせや旅の話などの楽しい企画。歯医者さんの
「お口の健康」や畳屋さんの話は学びになりました。
興味深いテーマにまちのひとたちが集いました。
■開催日：第3金曜日18:30～20:00
■場所：港南台タウンカフェ

小箱ショップ
タウンカフェの代名詞ともいえる小箱ショップですが、今年は単に商品
を委託販売するといった動きに加え、マルシェのような対面販売の機会や、
小箱スクエアでのプチ教室（ハンドメイドワークショップ）など、人と人と
がつながりあう企画が盛況でした。
また、小箱ショップに出店したいという方が後を絶たないことが、小箱
ショップの魅力を物語っています。

今年も多くの方のご協力を得て、キャンドルナイトが行われました。大
型台風の影響で公園の片隅には倒木が積み上げられていましたが、たく
さんの来場者が1800個の手作りキャンドルの輝きに魅了されていまし
た。近隣の区民利用施設やキッズ、はまっこなどが団体として参加。音
響を工夫したので、音楽やMCが会場中隅々まで聞こえるようになり一
体感のあるキャンドルナイトとなりました。キャンドルナイトは、年齢
も立場も様々な地域の有志の方が実行委員となって運営しています。

2018年10月より、港南台地域ケアプラザの協力を得て、要支援の方も含
むシニアの方を対象とした介護予防の交流サロンを開催しています。サ
ロン運営や、昼食のお味噌汁づくり、様々なプログラムの講師を引き受
けてくださっているのは、地域のボランティアの皆さんです。参加者の
方達は、お好きなプログラムを選んでご参加いただいています。プログ
ラムを通して交流がひろがり、こもれびカフェ以外の場所でもお付き合
いが始まっているようです。

小箱ショップ稼働数　　1,032コマ
新規出店　　　　　　　29人
小箱スクエア開催数　　 236コマ
小箱スクエア参加人数　 722人

ギャラリー    9件
音楽通りinCafe 13件

11 人の
ゲスト

港南台地域元気フォーラム
「まちづくりの新しい取り組みと地域づくり」
今回はタウンカフェで展開してきた様々な地域交
流活動について、参加者やボランティアの方々に
お話しいただきました。みなさんの熱弁が印象的
でした。また、法政大学の名和田教授が、タウン
カフェの社会的価値について話され、連合自治会
の齊藤会長が力強いエールを送ってくださって、
有意義なフォーラムとなりました。
日時　2018年11月23日（金）　13：30～16：30
場所　港南台地区センター会議室

61 名

vol.8 発行
港南台タウンカフェを運営するイータウンでは、コミュニティ
カフェやソーシャルビジネスの運営支援、講演・研修受託によ
るまちづくり応援事業や、地域団体・企業・行政などの広報誌
・webサイトなどのデザイン業務も行っています。

港南台タウンカフェでは、さまざまな地域活
動を行う団体の事務局機能を担っています。

【主な事例】栄区地域づくり大学校運営、宇都宮市や小田原市、岩手県大槌町
での講演やコンサル、ケアプラザや地区社協の広報誌デザイン、にしとも広場情
報誌デザイン、港南区ひまわりタネット管理、ソーシャルビジネス情報発信事業など

タウンカフェのまちづくり応援プロジェクト

●§ 横浜コミュニティカフェネットワーク
●§ くらしまちづくりネットワーク横浜
●§ まちづくりフォーラム港南
●§ 横浜港南台商店会

■まちづくり事業・デザイン事業 ■まちづくり事務局機能

1000人
インタビュー
累計 297名

港南台地域情報マガジンふ～のん
市民レポーターが取材・編集する港南台の情報誌「ふ
～のん」は記念すべき10号を迎えました。これま
でに表紙を飾って下さった方に再取材するなど感慨
深い1冊となりました。2月には「ふ～のん知って
まちを歩こう」というテーマでまちサロンを開催。
編集にまつわる思い出を語りあいました。

●中学生まちを支える仕事人レポート
港南台第一中学校2年生4名、サポーター3名で
活動。開院40年を迎える「ふくお小児科アレルギー
科」冨久尾みち代先生を取材しました。

■ふ～のん第10号発行　2019年10月15日　B5判20ページ
■発行部数 5,000部、配布協力店・施設　約100ヶ所

ハンドメイド
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港南台タウンカフェ

横浜市港南区港南台4-17-22 キタミビル2F  TEL：045-832-3855　FAX：045-832-3864 　 http://www.town-cafe.jp

DATA

事業収益の状況

2020.3

数字でみる
タウンカフェの１年
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

  14年目の活動を支えた時間
(2018.10 ～ 2019.9)

ボランティア活動時間
カフェ 526.5時間
こもれび 420.5時間

港南台テント村
 開催 2回
 出店数 204店
  （フリーマーケット出店数/キッズフリマ含む）

視察•研修講師
25回

・サポーター法人
(株 )せんざん、(株 )住宅リフォーム神奈川、
（株）一幸堂、（株）SUISHAYA、吉田歯科ク
リニック、手作りおやつ工房とさか、
港南台NEXUS  DENTAL  CLINIC
・サポーター個人
関水さやか、藤井照子、森田利香、金城ま
ゆみ、篠崎桂子、野口幸子、川嶋庸子、柴
田仁夫、川崎治美、渡辺ひとみ、中野しずよ、
村上佳江、長谷川淳、杉浦眞知子、赤木孝文、
万木弘美、村田尚子、東雅宏、石山恒貴、
小林秀徳、相場正史、鈴木千賀子、西村淳一、
他匿名希望 5名 (順不同・敬称略 )
＊2019年度 (2019.12末現在まで )のご登録

タウンカフェサポーターのみなさま
                  　　市民や団体が主体的に取り組む、
　　　　　　公益性の高い港南台タウンフェ
　　　　　　の活動や事業を支えるため、運
営の資金的支援をお願いしています。
■費用の使途：
市民レポーター養成 /ふ～のんや便りの発行 /
地域情報サイト「こうなんだい e-town」運営 /
人材育成研修など
■サポート費用　一口 1,000 円 ( 年間 )　
＊複数口も歓迎＊団体・企業は 10 口以上でお
願いしています。☆別途資料があります。
詳細はお問い合わせ下さい。

●運営
　・株式会社イータウン
　・横浜港南台商店会　
　・まちづくりフォーラム港南
　3団体が連携協力して港南台タウンカフェ事業
　運営を行うとともに、事務所をタウンカフェ内に
　設置して、地域交流・地域活性化活動を実践。
●面積 72.73㎡（約22坪）
●開設 2005年10月15日
●事業 小箱ショップ/カフェサロン/貸しスペー
　ス/貸しギャラリー/情報発信/まちの事務局機能
　/港南台テント村などのイベント企画運営/タウ
　ンシェフ養成（人材育成）

●運営スタッフ
　・有償スタッフ　　       6名
　・ボランティアスタッフ　約12名登録

●港南台タウンカフェ運営コスト
　年間事業高：16,777,584円  （2018年度売上）
　 内訳
　 ・補助金         ：1,460,000円 
        (港南区民活動支援センターブランチ事業）　
　 ・補助金         ：1,440,000円 
        (総合生活支援事業：サービスB事業）　
 　 ・サポーター ： 112,000円
　       （2018年度タウンカフェサポーター）

港南台タウンカフェは民設民営の自主的な事業と
してまちづくり活動を行っています。行政からの補
助金は全体の約17%で、自立的な運営を目指して

います。最近では地元の市民・事業者からのご寄
付（サポーター制度）も増えてきています。

活動を支えて下さりありがとうございました☆

港南台タウンカフェ
14年目のあゆみ

14th

2018.10－2019.9

⼩箱ショップハンドメイドの雑貨やアクセサ
リー、布小物などが、壁一面にず
らりと並ぶ。今年もたくさんの素
敵な作品が楽しませてくれまし
た。はじめて出店される作家さん
がたくさん仲間入りしました。

写真や絵画展、手作り品の販売会や市民活動のPRなど、表現活動・情報発信の場として活用していただきました。

ギャラリー
手作りのウォールポケット
では、子育てやイベント・
ボランティア情報など、ポ
ケットに入りきらないほど
の情報をたくさんお届け！

ウォールポケット

全国の小さなまちやむらの魅力

を再発見してお伝えする、特産

品のコーナー。大人気のえごま

ドレッシングや福島のジャム、

陸前高田のお味噌や、大槌の海

産物など好評です

特産品コーナー
お茶を飲むだけでな

く、話し合

いや研修、小箱スク
エアと呼ば

れる手づくり教室、
セミナー勉

強会などにご利用い
ただきまし

た。

カフェサロン

REPORT
YEAR

（2018年度）

小小箱ショップ販売
27%

小箱利用料
23%

飲食

11%

販売

イベント貸スペース

7%

その他

1%

サポーター寄付

1%

小箱ショップ販売

27%

小箱利用料

23%
飲食

11%

事務委託費

7%

物品販売

6%

イベント貸スペース

7%

その他

1%

補助金

17%

サポーター寄付

1% 収入　16,777,584 円

人件費

29%

小箱販売

22%地代家賃

20%

仕入れ代

10%

イベント経費

2%

その他経費

17%

支出　16,241,517 円
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